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カ
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の
野
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物
で
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に
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ラ
イ
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す
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に
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殖
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所
を
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ラ
イ
グ
マ
は
建
物
の
中
に
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場
所
を
求
め
る
こ
と
が
多
く
、
空
き

家
や
倉
庫
な
ど
の
人
け
の
な
い
場
所

を
好
み
ま
す
。日
本
家
屋
は
、風
通
し

を
良
く
す
る
た
め
隙
間
が
多
く
、
ア

ラ
イ
グ
マ
に
狙
わ
れ
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す
い
建
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で

す
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ア
ラ
イ
グ
マ
は
わ
ず
か
な
隙
間

で
も
侵
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
風
口
や
屋
根
と
壁
の
隙
間
な
ど
を

ふ
さ
ぎ
、
侵
入
経
路
を
断
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

食
べ
物
を
与
え
な
い

私
た
ち
の
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活
の
中
に
は
、
無
意

識
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う
ち
に
ア
ラ
イ
グ
マ
の
え
さ
と
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っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
収
穫
し
な
い
野
菜
や
果
物
、

生
ご
み
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ど
を
野
外
に
放
置
す
る
と

ア
ラ
イ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
栄
養
状
態
が
良
く
な
る
こ

と
で
、
個
体
数
の
増
加
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ご
み
は
放
置
せ
ず
、
ふ
た

つ
き
の
ご
み
箱
に
入
れ
、
食
べ
る
予

定
の
な
い
柿
な
ど
の
果
物
は
あ
ら
か

じ
め
収
穫
す
る
な
ど
、
え
さ
と
な
る

食
べ
物
を
残
さ
な
い
対
策
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

● 

生
態

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
雑
食
性
で
、
市
内

で
は
果
実
や
野
菜
な
ど
の
食
害
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
ス
イ
カ
や

柿
、
梨
な
ど
糖
度
の
高
い
も
の
を
好
み

ま
す
。
主
に
夜
行
性
で
す
が
、
昼
間
に

も
活
動
し
ま
す
。
移
動
に
は
河
川
や

用
水
路
、
側
溝
な
ど
の
水
際
を
よ
く
使

い
、
一
つ
の
個
体
が
複
数
の
ね
ぐ
ら
を

持
ち
、
え
さ
場
に
近
い
場
所
を
転
々
と

し
ま
す
。

続
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
繁
殖
力
が
旺

盛
で
日
本
に
は
天
敵
が
い
な
い
こ
と
か

ら
自
然
繁
殖
し
、
農
作
物
の
食
害
や
家

屋
へ
の
侵
入
な
ど
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
関
す
る

相
談
や
捕
獲
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
は
3
件
の
捕
獲
数
に
対
し
、

令
和
2
年
1
月
末
の
統
計
で
は
53
件
と

急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。
生
息
数
の
拡

大
に
伴
い
、
今
後
、
日
々
の
暮
ら
し
に

悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。ア

ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲

ア
ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲
す
る
た
め
に
、

市
で
は
捕
獲
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、ア
ラ
イ
グ
マ

以
外
の
野
生
鳥
獣
（
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
タ

ヌ
キ
な
ど
）
は
市
で
は
捕
獲
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
お
困
り
の
場
合
は
、（
一
社
）

埼
玉
県
ペ
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ト
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ト
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ー
ル
協
会

☎
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に
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だ
さ
い
。

▼
捕
獲
器
の
設
置

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
な
ど
を
除
く
）

に
設
置
し
ま
す
。
捕
獲
で
き
な
い
場
合

で
も
、金
曜
日
に
は
回
収
に
伺
い
ま
す
。

※
設
置
期
間
は
お
お
む
ね
3
週
間

▼
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

　
捕
獲
に
必
要
な
え
さ
（
果
物
な
ど
）

は
依
頼
者
に
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

野
生
動
物
を
見
か
け
た
ら

野
生
動
物
は
凶
暴
で
、
病
気
に
感
染

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

動
物
が
捕
獲
さ
れ
た
場
合
、
む
や
み

に
近
づ
い
た
り
触
れ
た
り
せ
ず
、
速
や

か
に
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
環
境
政
策
担
当
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アライグマにご注意くださいアライグマの特徴

アライグマによって食べられたスイカ（左）と梨（右）（写真：県農業技術研究センター提供）

（イラスト：農林水産省提供）

● 形態
　頭から胴までの長さ（成獣の場合）が40cmから60cmほどあり
ます。体重は4kgから10kgほどです。大きい個体だと、10kgを
超えるものもいます。尾が長く、リング状のしま模様があります。

● 足跡
　指が長く、足跡には5本指（人の
手形に似ています）がつきます。指
の先端に、比較的短い爪痕が残る
ことがあります。

● 顔
　眉間に黒い筋があり、ひげは白く目立ちます。
耳が大きく、白い縁取りがあります。

● 繁殖
　出産時期は春で、4月ごろにピークを迎えます。
通常3頭から6頭の子どもを出産し、春から秋に
かけて母親と子どもは行動を共にします。屋根裏
や木のうろ（洞窟状の空間）などで繁殖します。

市内におけるアライグマ捕獲数の推移

（環境課調べ）
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　市内において、アライグマによる農作物などの被害が発生しています。同様に、近隣自治
体でも分布拡大や個体数増加が確認されており、それに伴う被害増加が懸念されています。
少しでも早く捕獲を進めて、被害を防ぎましょう。
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4月から水道料金を改定します
　4月1日から水道料金を平成 6年1月以来、約26年ぶりに改定します。率にして平均12パー
セントの値上げとなります。
　今回の改定は水道料金のみで、下水道使用料の改定はありません。

口径
（mm） 基本水量 基本料金

（円）
従量料金（1㎥につき　円）

7～ 10㎥ ～ 20㎥ ～ 50㎥ ～ 100㎥ ～ 500㎥ 500㎥超
13

6㎥まで

1,300

10 145 152 174 196 218

20 1,400
25 4,000
40 7,500
50 12,000
75 15,500
100 19,000
150 22,500

道路などの里親を募集します

ご注意ください！
市内循環バスの75歳以上の方の

無料乗車

一般県道・熊谷羽生線（旧国道125号）
の愛称を「浮き城通り」に決定

プレミアム付商品券の
利用期限にご注意ください

　市では、指定している歩道や駅前広場などの里親に
なり、除草、清掃作業および花壇の管理など美化活動
に参加いただける地域の方や企業などの団体を募集し
ています。
　活動時には、軍手やごみ袋の支給、用具の貸し出し、
収集後のごみ処理の支援を行います。さらに、希望す
る団体には、現地に活動団体名入りの表示板を設置し
ます。
▶要 件　
　•構成員数が 10人以上
　• 活動区間が道路などの一定区間（おおむね 100メー

トル）以上

▶ 問い合わせ　道路治水課維持補修担当（内線 5714）

　4月 1日から、市内循環バスは、後期高齢者医療被保
険者証など公的機関が発行する身分証の提示による無料
での乗車ができなくなります。4月 1日以降は、次のい
ずれかを提示する必要があります。

「市内循環バス無料乗車証」
または

「デマンドタクシー利用登録者証」

　いずれかの証明書もお持ちでない方は、通常の運賃を
お支払いいただくことになりますのでご注意ください。
　なお、「市内循環バス無料乗車証」または「デマンド
タクシー利用登録者証」の発行を希望される方は、印鑑
（スタンプ印は不可）と顔写真（縦 3センチメートル×横
2.4 センチメートル）1枚を持参し、地域づくり支援課ま
でお越しください。
▶問い合わせ　同課くらし安心担当（内線 252）

　市制施行 70周年記念事業の一つとして「一般県道・
熊谷羽生線 （旧国道 125号）」の愛称を募集したところ、
多くの方からご応募いただきありがとうございました。
　このたび、市内の全中学 1年生を対象にアンケート投
票を行い、人気上位の愛称案の中から「浮き城通り」に
決まりました。
▶考 案 者　 齋藤学さん（持田）、橋本寿子さん（旭町）、

小野田紗紀さん（前谷）、森安正さん（行田）
▶応 募 数　応募作品数 44件
▶問い合わせ　道路治水課用地担当☎ 550―1553

　プレミアム付商品券の利用は 3月 31 日㈫までです。
期日を過ぎると利用できません。また、余った商品券を
換金することもできません。プレミアム付商品券をお持
ちの方は、期日までにご利用ください。
　なお、利用可能店舗については、購入引換券に同封の
「利用可能参加店舗一覧」または市ホームページをご覧
ください。
※ プレミアム付商品券購入引換券交付申請書の受け付け
と商品券の販売はすでに終了しています。
▶問い合わせ　商工観光課商工振興担当（内線 383）

新水道料金表(1カ月あたり、消費税抜き) ※メーター使用料は基本料金に含みます。

新料金の適用時期

【参考】新旧料金2カ月当たり対照表
現在の契約が一般用で口径13ミリメートルの世帯(消費税込み)

例えば、標準的な一般家庭が2カ月で水量40㎥を使用した場合、1日当たり約10円の値上げとなります。

　市では、検針および料金徴収を2カ月ごとに行っています。このため、奇数月に検針する地区と偶数月に検
針する地区があります。新料金の適用時期は、次のとおりです。
　なお、水道料金の支払いは、検針日の翌月となります。

　改定の必要性など詳細は、市ホームページ内の「水道料金改定のお知らせ」、または市報ぎょうだ2月号で配
布の「水道だより第41号」をご覧ください。
▶問い合わせ　水道課☎553―0131

使用水量 旧料金 新料金 増加額 使用水量 旧料金 新料金 増加額

12㎥まで 2,574円 2,860円 286円 40㎥ 5,544円 6,138円 594円

15㎥ 2,574円 2,893円 319円 45㎥ 6,369円 6,974円 605円

20㎥ 2,574円 2,948円 374円 50㎥ 7,194円 7,810円 616円

25㎥ 3,311円 3,745円 434円 55㎥ 8,019円 8,646円 627円

30㎥ 4,059円 4,543円 484円 60㎥ 8,844円 9,482円 638円

35㎥ 4,796円 5,340円 544円 65㎥ 9,669円 10,318円 649円

対 象 検 針 月

奇数月検針

４月１日以前から
ご使用の方

偶数月検針

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

旧料金

検針日

旧料金

新料金

新料金

検針日

検針日 検針日

里親の皆さんによる太田東小学校前の花壇の手入れの様子
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鉄剣マラソン大会開催に伴い市内循環バスを一部運休します
　4月5日㈰は、陸王杯第36回行田市鉄剣マラソン大会の開催に伴う交通規制のため、市内循環バス「観
光拠点循環コース」の第2便から第5便および「東循環コース」の第2便から第4便を運休します。
　また、交通規制などに伴う運行の遅延が予想されますので、ご理解とご協力をお願いします。

▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎556―8336または地域づくり支援課くらし安心担当(内線252)

【観光拠点循環コース】出発場所：JR行田駅 【東循環コース】出発場所：行田市バスターミナル
一部運休となるコース

　就職などにより職場の健康保険（本人・扶養）に加入し
た方、または退職などにより脱退した方は、14日以内に
届け出ください。行田市の国民健康保険と職場の健康保
険は自動的に切り替わりませんので、必ず届け出をお願
いします。届け出は、本人と同じ世帯の方が行うことも
できます。
　なお、国民健康保険への加入は届け出をした日ではな
く、職場の健康保険を脱退した日までさかのぼります。
届け出が遅れると国民健康保険税も加入月までさかの
ぼって課税となり、1回の支払い額が高額になることが
あります。
　また、職場の健康保険に加入した日以降に、国民健康
保険の保険証を使って医療機関を受診すると、国民健康
保険が負担した医療費を返還していただくこととなりま
すのでご注意ください。
▶届け出に必要なもの　
　【国民健康保険加入の場合】
　• 社会保険資格喪失証明書または被扶養者資格喪失証
明書、退職証明書、離職票のいずれか1点

　•年金手帳（20歳～ 59歳の方）
　• 通知カードまたは個人番号カード（世帯主と加入する
方全員分）

　•顔写真付き身分証明書
　　※ 顔写真付きの証明書をお持ちでない場合は、年金

手帳、通帳などの書類2点以上
　【国民健康保険喪失の場合】
　• 新しい健康保険証と国民健康保険証（脱退する方全員
分）

　• 通知カードまたは個人番号カード（世帯主と脱退する
方全員分）

　•顔写真付き身分証明書
▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・272）

　市では、おおむね3歳未満のお子さんとその保護者が
自由に遊び、他の親子と交流できる施設として、つどい
の広場を市内5カ所に開設しています。
　次の期間、実施場所などが変更となりますので、ご
利用の際はご注意ください。

▶変更期間　3月24日㈫～ 4月20日㈪
▶変更期間中に実施するつどいの広場　

※ 変更期間中、つどいの広場「さくら」、「ひがし」で
は実施しません。

▶ その他　つどいの広場「さきたま」は、午前9時～
正午は保育室開放、正午～午後2時は電話または面
接による子育て相談（面接は要予約）になります。
▶ 問い合わせ　子ども未来課子ども未来担当（内線
262）

国民健康保険の届け出はお早めにつどいの広場の実施場所が
一部変更になります

　意　見
　災害時、避難所でのペット受け入れを検討して
ほしい。
　回　答
　災害時におけるペットを連れての避難は可能で
すが、避難所の環境確保の観点から、盲導犬、
聴導犬、介助犬を除く動物の居住スペースへの
持ち込みはできない場合があります。動物アレル
ギーの方が避難されている場合もありますので避
難所の指示に従い、周囲への配慮をお願いしま
す。また、動物の給餌、排泄物の清掃など飼育・
管理は、飼い主が責任を持って行ってください。

　意　見
　JR行田駅前ロータリー周辺でタバコを吸っている人
がいた。公共施設では、喫煙しないよう規制してほしい。
　回　答
　本市では、良好な生活環境を保持し、清潔なまちづ
くりを推進することを目的に、「行田市路上喫煙及びポ
イ捨ての防止に関する条例」を施行しています。道路、
公園、広場、その他屋外の公共の場所において指定さ
れた場所以外では、喫煙をしないようお願いしていま
す。引き続き、公共の場所での喫煙マナーにご協力い
ただけるよう看板の設置や市報ぎょうだなどで周知して
いきます。

「市長への手紙」57

　市では、二十歳を迎える皆さんの門出を祝福するため、
「新成人を祝う会」を開催しています。令和3年の成人式
は次のとおり実施する予定です。
▶ 開催日時　令和3年1月10日㈰午後1時（正午から受け
付け）
▶場所　産業文化会館ホール

　また、この催しの企画・運営は「新成人を祝う会実行
委員会」が行っています。「思い出に残る成人式を自分た
ちの手で作り上げたい」という方は、ぜひご応募ください。
▶実行委員会回数　6回程度
▶時間　午後7時～ 9時
▶場所　産業文化会館会議室
▶ 対象　平成12年4月2日～平成13年4月1日生まれの方
▶募集人数　5人程度
▶ 申し込み　4月3日㈮までに住所、氏名、電話番号、生
年月日、出身中学校を記入の上（様式自由）、FAXまた
はEメールで提出してください。
　【FAX】556―0770
　【Eメール】hito@city.gyoda.lg.jp
　※電話での申し込みも可
▶ 問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―
8319

令和3年の成人式のお知らせ
新成人を祝う会実行委員を募集します

　市では、学資金の一部を奨学資金として
支給します。
▶ 受給資格　次に掲げる要件に全て該当す
る方
　① 市内に6カ月以上居住し、高校または

高等専門学校に在学している方
　②正規の修学年限の勉学に耐えられる方
　③ 修学の意欲があるのに経済的な理由で

修学が困難な方
　④同種の奨学資金を受けていない方
▶給与金額　月額1万円
▶願書に添付する書類　
　•奨学生願書
　•奨学生調書（前学年のもの）
　• 在学証明書（令和2年4月1日以降のもの）
　• 住民票謄本（令和2年4月1日以降のもの）
　• 収入のある同居の家族全員分の令和元

年分源泉徴収票または確定申告書、市
県民税申告書の控え（コピー可）のいず
れか一つ

　•同意書
▶申込期間　4月1日㈬～ 24日㈮
▶ その他　受給者は、奨学生選考委員会で
選考します。
▶ 申し込み・問い合わせ　教育総務課総務
担当☎556―8311

ご活用ください　奨学資金

名称 所在地 開設日時 電話番号

はすのこ 児童センター内 月～土曜日
午前10時～午後3時 553―2108

みなみかわら 南河原老人福祉
センター隣

月～土曜日
午前9時～午後2時 557―0977

さきたま 埼玉保育園
(埼玉4595-1)

火・水・木曜日
午前9時～午後2時 559―2433

便名 出発時刻

第2便 午前7時55分

第3便 午前9時5分

第4便 午前10時20分

第5便 午前11時30分

便名 出発時刻

第2便 午前8時20分

第3便 午前10時5分

第4便 午前11時25分

　このコーナーは、手紙や電子メールなどにより、市長へご意見・ご提言
などをいただいたものの中から、その一部を紹介するものです。
　なお、原則として、回答を希望するものを紹介しています。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）
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談相種各 （3月15日～4月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制）
産業文化会館
2階会議室

3月24日㈫ ※予約は3月2日㈪から 午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

4月9日㈭ ※予約は3月16日㈪から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望 3月16日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～午後3時30分
消費生活センター
（内線495）

結婚 VIVAぎょうだ 4月12日㈰ 午前10時～正午
NPO法人行田結婚
支援センター☎090
―2416―9692

不動産 市役所 3月18日㈬ 午前9時～ 11時30分
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 4月8日㈬※予約制 午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼

北支部☎564－0104

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日
※ 各土曜日は市内在住の方対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～ 4時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 4月8日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の
午前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課
（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 3月17日㈫、4月7日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
2月16日㈰  午前9時　0.06マイクロシーベルト(雨)　午後3時　0.06マイクロシーベルト(雨）

▼ 
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さしあげます

ゆずってください

▷子犬用ドライブバスケット　▷ベッド柵　▷犬用ハー
ネス（S）　▷犬用ハーネス（XL）　▷ソファーベッド　
▷セミダブルベッド　▷食器棚　▷両袖机

▷洗濯機　▷スチール棚　▷バスケットゴール　▷PP
バンド結束機　▷草刈り機　▷着付け用練習ボディ　
▷マージャン一式　▷マージャン台　▷大人用自転車　
▷芝刈り機　▷大人用自転車

不
用
品
情
報（
無
料
）

学童保育室に勤務する放課後児童
支援員・補助員を募集します

納期のお知らせ（3月分）

　市では、スマートフォン用無料アプリ「マチイロ」で、「市
報ぎょうだ」を配信しています。アプリを
インストールすると、スマートフォンやタ
ブレット端末で、いつでもどこでも「市報
ぎょうだ」を読むことができます。
　詳しくは、市ホームページをご覧くださ
い。

▶ 問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

「市報ぎょうだ」をスマホやタブレットで

普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・9期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・9期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・9期

納期限　3月31日㈫
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣ な口座
振替をご利用ください。

・納付の相談は随時窓口で実施しています。
▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

放課後児童支援員
▶雇用開始　4月1日㈬
▶勤務時間　
　【学校授業日】午後1時～ 7時
　【学校休業日】 午前7時30分～午後7時（シフト制に

よる6時間程度の勤務）
　※月に1日程度、土曜日勤務あり
　※休日は日曜日、祝日、年末年始
▶ 募集要件　64歳までの方で、保育士、教諭（幼稚園・
小学校・中学校）などの免許をお持ちの方
▶月給　152,000円※賞与あり（年間３カ月）
補助員
▶勤務時間　
　【学校授業日】放課後～午後7時
　【学校休業日】 午前7時30分～午後7時（シフト制に

よる6時間程度の勤務）
　※休日は土・日曜日、祝日、年末年始
▶ 募集要件　64歳までの方で、保育士、教諭（幼稚園・
小学校・中学校）などの免許をお持ちの方、または子
育て経験のある方
▶時給　1,050円
いずれも
▶募集人数　若干名
▶ 申し込み　事前に電話連絡の上、行田市社会福祉協議
会へ履歴書（写真貼付）を持参してください。
▶問い合わせ　同協議会☎557―5400

春の火災予防運動を
実施します

住宅用火災警報器設置に関する
アンケートにご協力を

ごみの野外焼却はやめましょう

　3月1日㈰～ 7日㈯は、全国一斉春季火災予防運
動実施期間です。この運動は、火災が発生しやすい
時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及
を図り、火災の発生を防止し、財産の損失を防ぐこ
とを目的に実施するものです。

2019年度全国統一防火標語
「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

住宅防火　いのちを守る７つのポイント
【3つの習慣・4つの対策】
3つの習慣
•寝たばこは、絶対やめる。
• ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
用する。
• ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す。
4つの対策
• 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
する。
• 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。
• 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
どを設置する。
• お年寄りや体の不自由な方を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。

▶ 問い合わせ　消防本部予防課予防担当☎550―
2121

　消防本部では、住宅用火災警報器の設置率向上
を図るために、アンケート調査を実施します。消
防職員が、任意抽出した世帯を訪問する場合があ
りますので、ご協力をお願いします。訪問時には、
必ず身分証明書を提示しますので、ご確認くださ
い。
　なお、消防署が特定の業者に依頼して住宅用火
災警報器を直接販売することや、部屋に入っての
確認・点検を行うことは一切ありません。悪質な
訪問販売なども報告されていますので、ご注意く
ださい。
▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

　ごみの野外焼却は、「廃棄物の処理及び清掃に
関する法律」により、原則として禁止されており、
地面で直接行う焼却の他、ドラム缶やブロック囲
いでの焼却も禁止されています。
　煙や臭いによって近隣の方々へ迷惑を掛けるだ
けでなく、有害物質の発生や火災の原因にもなり
ます。家庭ごみをはじめとする廃棄物は、ルール
を守り、それぞれ決められた方法で適正に処分し
ましょう。
▶ 問い合わせ　環境課環境政策担当☎ 556―
　9530
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在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

期　日 医療機関名 電話番号

3月20日（金) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

3月22日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

3月29日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

4月 5日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

4月12日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　3月16日㈪午前10時～ 11時30分
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談

離乳食（後期）（要申し込み）
日　　時　 3月19日㈭午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 9 ～ 11カ月のお子さんとその保護者(保

護者のみの参加可)

乳幼児健診など　
健 診 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ月

児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、
3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さん
で、前住所地で受診していない方は保健セン
ターにご連絡ください。

子どもの健康

悩みを相談してみませんか 3月は「自殺対策強化月間」です
　自殺に追い込まれるという危機は、誰に
でも起こり得るものです。危機に陥った場
合には、誰かに支援を求めることが大切です。
　また、自殺を考えている人は、悩みを抱
えながらも「自殺の危険を示すサイン」を発
していることが多いといわれています。身
近な人の変化に気付いてあげましょう。

休日急患診療
　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

#7119 （365日24時間対応）
　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。
　また、県では、医療機関への適正受診をさらに推進
するために、全国初となるAIを活用した「埼玉県AI
救急相談」を導入しましたので、ご活用ください。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

一人ひとりができる新型コロナウイルス感染症対策
　中華人民共和国湖北省武漢市において、新型コロナウ
イルス感染症の発生が報告されて以来、世界各地で患者
発生報告が続き、日本においても人から人への感染が確
認されています。なお、この情報は2月19日現在のも
のですので、最新情報については、厚生労働省ホームペー
ジをご確認ください。

日常的な感染予防策に努めましょう
　新型コロナウイルス感染症は、通常の感染症対策が重
要です。冷静な対応を心掛け、季節性インフルエンザと
同様に一人一人の手洗いや咳エチケットなどを徹底しま
しょう。
⑴手洗い
　外出後や調理の前後、食事前など、こまめに手を洗い
ましょう。
⑵普段の健康管理
　普段から十分な睡眠とバランスの良い食事を心がけ免
疫力を高めておきましょう。
⑶適切な湿度を保つ
　乾燥しやすい室内では加湿器などを使って、適切な湿
度(50％～ 60％ )を保ちましょう。

⑷咳エチケット
　咳やくしゃみなどの症状のある人は他の人にうつさな
いために、積極的にマスクをつけましょう。詳しくは内
閣官房内閣広報室のホームページをご覧ください。
内閣官房内閣広報室：新型コロナウィルス感染症に備え
て～一人ひとりができる対策を知っておこう～(https://
www.kantei .go.jp/jp/headline/kansensho/
coronavirus.html)

帰国者・接触者相談窓口を開設しています
　県では、医療機関に受診すべきかどうかなどの対応を
相談できる相談窓口を設置しています。詳しくは次の
ホームページをご覧ください。
　県ホームページ：新型コロナウイルスに関する帰国者、
接触者相談窓口の設置について(https://www.pref.
saitama.lg.jp/a0701/shingatacoronavirus2.html)

市ホームページもあわせてご覧ください
新型コロナウイルス関連肺炎について
(https://www.city/gyoda.lg.jp/14/09/
10/korona.html)

第6回ノルディック・ウォークin上野村
日　　時　4月18日㈯午前9時～午後1時30分
場　　所　 ヴィラせせらぎ下特設会場(群馬県多野郡上野

村大字勝山684―1)
内　　容　 上野村の大自然に親しみながら、約6.4kmのノ

ルディック・ウォークを楽しみましょう。約5
㎞のショートコースもあります。大会参加者に
は、次の3つの特典があります。

　　　　　①オリジナルコースターと温泉割引券
　　　　　②上野村の特産品が当たる大抽選会
　　　　　③ヘルシーいのぶた汁のサービス
対　　象　 健康で、大会規則、ウオーキングマナーの守れる方。

※幼児・児童は保護者または引率者の同伴、介
　助の必要な方は介助者の同伴が必要

参 加 費　 大人2,000円(当日2,500円)、中学生以下500円
　　　　　 (当日1,000円)
持 ち 物　 飲み物、カッパなど両手が自由になる雨具、帽

子、防寒具、健康保険証
主　　催　上野村ノルディック・ウォーク大会実行委員会
共　　催　 上野村、上野村体育協会、上野村スポーツ推進委員

会、上野村食生活改善推進委員会、株式会社上野振
興公社、一般社団法人上野村産業情報センター

そ の 他　・ 荒天(警報、注意報発令時など)以外は開催し
ますが、コースを変更する場合があります。

　　　　　・ 昼食は各自でご用意ください。
　　　　　・ 参加を取り消される場合や大会が中止となっ

た場合、参加費は返金しません。
申し込み　 上野村から行田市間で無料送迎バスを運行しま

す（先着100人）。送迎バスご希望の有無によっ
て申し込み方法が異なります。送迎を希望する
方は電話で申し込みください。

　　　　　【送迎バスをご希望の場合】
　　　　　3月9日㈪から受付開始。
　　　　　①必ず電話で申し込みください。
　　　　　② 郵便局の払込取扱票(青色)に氏名、住所、電

話番号、性別、生年月日、ポールレンタルの
有無、送迎バス希望の有無を記入し、参加料
を振り込んだ時点で申し込みとなります。(振
込手数料はご負担ください)

　　　　　※ 振り込み先 一般社団法人上野村産業情報セ
ンター 00100―6―513626(ゆうちょ銀行) 
ゆうちょ銀行以外からの振り込みの場合はゼ
ロイチキュウ支店 当座 0513626

　　　　　※ 現地でのお支払いの場合は、当日料金となります。
　　　　　 【送迎バス不要の場合】受付開始日の指定なし
　　　　　 上記②の手順から申し込みください。（電話は不

要です）
問い合わせ　 一般社団法人上野村産業情報センター☎0274

―20―7070

犬の登録・集合狂犬病予防注射はお済みですか
　生後91日以上経過した犬は登録をし、狂犬病予防注
射を毎年受けさせることが法律で義務付けられています。
登録をしていない飼い主の方は、飼い犬の登録と狂犬病
予防注射を済ませましょう(故意に登録や注射をしない場
合は、罰則があります)。
　なお、登録済みの方には、集合狂犬病予防注射の案内
はがきを3月下旬に郵送しますので、必ず会場にお持ち
ください(はがきが届かない場合は保健センターへご連絡
ください)。

日　　程

注　　意
・開始時間・終了時間にご注意ください。
・会場には飼い犬に慣れた方が連れて来てください。
・ 会場で起こった盗難・咬

こう
傷などの事件・事故などは、

飼い主の責任となります。
費　　用
【注射のみ】3,500円(ワクチン代2,950円＋済票代550円)
【登 録 の み】3,000円
【登録と注射】6,500円
※釣り銭のないようご協力をお願いします。
そ の 他
飼い犬が死亡している場合は、死亡届を保健センターまた
は各地域公民館へ提出してください(予防注射会場でも受け
付けます)。

身近な相談窓口
・こころの健康相談統一ダイヤル
　電話相談 平日午前9時～午後5時
　（年末年始を除く）
　☎0570―064―556
・埼玉いのちの電話
　電話相談 24時間　
　☎048―645―4343

・よりそいホットライン
　電話相談フリーダイヤル24時間
　☎0120―279―338
・こころの相談(保健センター )
　※電話で問い合わせください。　
　☎553―0053

期　　日 時　　間 場　　所

4月 6日（月) 午後1時30分～ 3時 保健センター

4月 7日（火) 午後1時30分～ 2時30分 忍・行田公民館

4月 8日（水) 午前9時30分～ 10時30分 星河公民館

4月 9日（木)
午前9時30分～ 10時30分 星宮公民館

午後1時30分～ 2時30分 太井公民館

4月10日（金) 午前9時30分～ 11時 埼玉公民館

4月13日（月) 午前9時30分～ 10時30分 南河原支所

4月14日（火)
午前9時30分～ 10時30分 下忍公民館

午後1時30分～ 2時30分 地域文化センター

4月15日（水) 午前9時30分～ 11時 持田公民館

4月16日（木) 午前9時30分～ 10時30分 北河原公民館

4月17日（金) 午前9時30分～ 10時30分 須加公民館

4月18日（土) 午後1時30分～ 3時 保健センター

4月22日（水)
午前9時30分～ 10時30分 荒木公民館

午後1時30分～ 2時30分 太田公民館
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770　ホームページ：https://lib-gyoda-saitama-jp

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　3月2日㈪・3日㈫・9日㈪・16日㈪・23日㈪・
　　　　　30日㈪・31日㈫、4月6日㈪・13日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

1213

・秘密主　安富妙果／著
・ 菓子と笑顔を機械でつなぐ菓子づくり
のオンリーワン企業　鶴蒔靖夫／著
・匠の技　松竹株式会社／監修
・ ピースボート「旅と平和」エッセイ大賞　
ピースボート／編集・発行

新   着   図   書

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

3月7日㈯午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おはなしの会

図書館
おはなしの
へや

3月14日㈯午後2時 おはなしポケット
3月15日㈰午後2時 おしゃべりインコの会
3月28日㈯午前11時 おはなしタンバリン
4月4日㈯午後2時 おはなしの会
4月11日㈯午後2時 おはなしポケット
4月19日㈰午後2時 おしゃべりインコの会

たまごおはなし会
3月11日㈬・18日㈬、
4月8日㈬・15日㈬
午前10時30分～11時

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 3月1日㈰午後3時30分

4月5日㈰午後2時　
絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 3月21日㈯午後3時30分 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 3月15日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 ①3月8日㈰ 午後2時
②4月12日㈰ 午後2時

① うっかりペネロペ 
みんなともだち編

②おしりたんてい3
図書館職員

図書館シネマ倶楽部 3月22日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

恋におちたシェイクスピア
（洋画：124分）
出演：グウィネス・パルトロウ 
ジョセフ・ファインズ 他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員  「みらい」
  映像ホール

　お気に入りのぬいぐるみを1日だけ図書館におとまりさせてみませ
んか。一緒に読み聞かせに参加した後にぬいぐるみたちをお預かりし
ます。ぬいぐるみたちは図書館でどんな生活をするのでしょうか。

▶日　　時　 3月28日㈯午後4時集合、29日㈰午後4時お迎え
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶対　　象　小学校低学年以下
▶定　　員　 10人(定員を超えた場合は初めての方を優先し、その後抽選。

参加が決定した方には3月13日㈮までにお知らせします)
▶申し込み　3月4日㈬～ 8日㈰に直接または電話で同館

ぬいぐるみおとまり会

＜DVD＞
・マイメロディの赤ずきん
・クイーン ヒストリー [1]
・PLAY 2 PLAY
・ゼロの焦点
・弟の夫

＜CD＞
・ チャップリンの映画音楽　チャップリ
ン／作曲
・ALL TIME BEST　UVERworld ／演奏
・シン・ゴジラ対エヴァンゲリオン交響楽
・イン・ザ・プライム　あみん／歌
・ DREAMS COME TRUE THE ウラBEST!
私だけのドリカム　DREAMS COME 
TRUE ／演奏

今月のおすすめDVD・CD

行田の明日を考える会

みんな　チカラの
～市民公益活動団体紹介～

発足　平成27年3月
会員数　11人
活動の目的　・夢と感動を与えます。
・ 市民の生活環境を良くし住みやすいまちにするためのボ
ランティア活動。
・ 地方公共団体の各事業において、市民のために最良な状
態で運営されているかのチェックと提言。
活 動内容　・毎月第2土曜日に開く定例会で、情報報告と
分析を行い、外部へ発信する。
・新ごみ処理施設に関する情報収集と対応
・行田市議会議員の議員活動の把握と取りまとめ　他
主な活動場所　一持田自治会館
市民の皆さんへ　行田市は、歴史・文化と魅力ある観光資
源があふれている一方、その資源を未だ十分に生かしきれ
ていません。同会では、現在、鉄道会社に掛け合い、行田
市により多くの人が訪れてくれるよう公共交通の利便性向
上を働きかけています。例えば、西武秩父線、秩父鉄道、東武伊勢崎線を接続すれば「第2の山手線」ができる
と考えます。実現までには時間を要しますが、線路はすでにあり、未来に向かって接続できれば実現も可能です。
観光資源を点から線に、さらに面に組み合わせ付加価値と魅力を引き出して、大都会の東京から観光客を呼び寄
せれば、行田市の活性化につながります。
　行田市民の生活環境を改善して、素晴らしい夢のある行田市にしませんか。政治、経済、行政などを市民の皆
さんと一緒に考え、パワーを結集し、大きな波にして夢を実現しましょう。
　　
【代表】 篠崎 公夫 【電話番号】 553―0929

定例会の様子

　皆さんが読み終わって不要になった本を、読みたい方に提供す
る「市民リサイクル文庫」を期間限定で開設します。不要な本があ
りましたら、次の期間内に図書館にお持ちください。
▶期　　間　3月20日㈮～ 29日㈰
▶場　　所　図書館入口
▶そ の 他　 雑誌はご遠慮ください。期間終了後、残った本は図

書館で処分します。

市民リサイクル文庫

　16ミリフィルムならではの味わいのある映像を楽しみませんか。

▶日　　時　3月20日㈮午後2時
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶内　　容　「チョコレート戦争」
　　　　　　※上映作品は変更することがあります。
▶定　　員　70人(先着順)

16ミリフィルム春の映写会

「市報ぎょうだ」2月号14ページの「図書館だより」の【定例イベント＊図書館で楽しいひとときを＊「ボランティアによるおはなし会」】の記事の中で
時間に誤りがありました。正しくは3月7日㈯、14日㈯は午後2時からです。おわびして訂正させていただきます。

「みらい」文化ホールおよび中央公民館施設の予約方法を変更します
　各月1日(1日が休館日の場合は翌開館日)に行う文化ホールおよび中央公民館施設の団体の予約について、4月
1日㈬から、受付方法および受付開始時間を変更します。

・ 窓口受付開始時間までに来館された方で受付順の抽選を行います(中央公民館の受付方法は現行どおり受付順抽選)。
・ 予約開始日は、2コマまで予約可能です（翌日以降は、空き状況による）。
・ 予約開始日翌日以降は、窓口・電話ともに午前8時30分から受け付けます。
・ 中央公民館施設を個人で利用する場合は、現行どおり利用希望日の1週間前から受け付けます。
▶問い合わせ　中央公民館☎556―2649

変更点 現行 変更後

受付方法 先着順 受付順抽選

窓口受付開始時間
(抽選実施時間) 午前8時20分 午前8時45分

電話受付開始時間 午前10時 午後1時

【文化ホール】予約開始日：利用を開始しようとす
る日の属する月の6カ月前の月の初日

変更点 現行 変更後

窓口受付開始時間
(抽選実施時間) 午前8時20分 午前9時

電話受付開始時間 午前10時 午後1時

【中央公民館】予約開始日：利用を開始しようとす
る日の属する月の2カ月前の月の初日



2020.3 市報 ぎょうだ 1415

　2月1日、中央公民館で第10回行田市少年少女囲碁大会が
開催されました。
　当日は、19路盤戦のノーハンデ戦とハンデ戦、13路盤戦
などの対局の他、プロ棋士による指導碁や親子入門教室の部
門があり、合わせて市内外から中学生以下の83人が参加。最
善の一手を探して盤上を見つめる子供たちは、大人顔負けの集
中力を発揮していました。

　2月14日、利根大堰下流で（独）水資源機構利
根導水総合事業所によるサケ稚魚放流会が開催
され、中央小学校3年生59人と星宮小学校3年
生3人の児童が参加しました。
　自然災害などで河川敷に流れ着いたごみを
拾った後、子供たちは紙コップに入った体長2 ～
4センチメートルの稚魚を利根川に優しく放流。
稚魚が元気よく泳ぎだすと、「また戻ってきてね」
と笑顔で見送っていました。

　2月16日、産業文化会館ホールで、第4回朗唱まつりが開
催されました。
　これは、公益財団法人忍郷友会が藩校教育を現代に生か
すことを目的に、忍藩子ども塾と進脩塾塾生の発表の場と
して開かれたものです。当日は、老本幼稚園の園児や埼玉
小学校の児童らも参加して漢詩を素読。その凛とした姿に
会場の大人たちから盛大な拍手が送られました。また、催
しの最後には塾生が来場者とともに「大学」を声高らかに唱
えると、会場が一体感に包まれました。

　1月26日、城西にある正覚寺で、「文化財防火デー」にち
なんだ文化財保護の消防訓練が行われました。
　この日は、地元住民や消防団員ら約90人が参加し、境
内での枯れ草火災が本堂に燃え移りそうになったことを想
定。文化財持ち出し訓練や消火器と水バケツリレーによる
消火訓練を行いました。参加者は、さまざまな体験を通じ
て文化財を火災から守る大切さを再認識したようです。

第10回行田市少年少女囲碁大会

サケの稚魚放流会

第4回朗唱まつり

第66回文化財防火デー

　2月1日、コミュニティセンターみずしろギャラリーで、国
際交流フェスティバル2020が開催されました。
　これは、市内の団体や個人の国際活動について広く知って
もらい、多文化に触れてもらおうと、今年初めて実施された
もの。会場では、国旗を当てるクイズの他、行田外国語観光
ガイドボランティア会による観光動画の上映などが行われまし
た。また、世界各国の30着もの民族衣装が試着できるとあっ
て、多くの来場者らが実際に着用し、外国に思いをはせなが
ら、楽しそうに写真を撮っていました。

　2月6日から9日まで、行田グリーンアリーナのサブア
リーナで市制施行70周年記念事業第22回公募行田市美
術展が開催されました。
　会場には市内外から出品された絵画、工芸、書、写真
の全323点を展示。来場者は並べられた作品をじっくりと
観賞し、細部にわたって丹精込めて作られた美術品を褒め
たたえていました。

　2月3日、行田にある行田八幡神社で節分祭豆まきが
行われました。
　「鬼は外！福は内！」の掛け声とともに、年男・年女や忍
城おもてなし甲冑隊らが福豆や菓子を勢いよくまきまし
た。景品と交換できる当たり券付きの福豆もあり、参拝
者らは一つでも多く手に入れようと、手を伸ばして受け
取っていました。

　1月24日、商工センターホールで「認知症にやさしいまちづ
くり講演会～徘徊しても安心なまち『行田』をつくる～」が開催
されました。
　講演では、公益社団法人認知症の人と家族の会埼玉県支部
代表の花俣ふみ代さんから、認知症の方の特徴や、迷っている
高齢者の方への声掛け方法が語られ、参加者は声を掛け合う
演習に熱心に取り組んでいました。また、行田警察署員や行田
市認知症地域支援推進員からの説明に耳を傾け、認知症への
理解と優しいまちづくりへの意欲を高めていました。

第22回公募行田市美術展

節分祭豆まき

地域包括ケアフォーラム
「認知症にやさしいまちづくり講演会」

国際交流フェスティバル2020
GYODA CITY 写真館写真館
P H O T O N E W S
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が
る

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

生
か
さ
れ
て
浮
世
の
隅
で
日
向
ぼ
こ

 

棚
田
町 

春
田
　
枕
流

事
務
机
少
し
乱
れ
て
六
日
か
な

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

独
り
居
の
母
恋
ふ
夜
の
葛
湯
か
な

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

俳
諧
は
心
の
伴
侶
兜
太
の
忌

 

荒
木 

野
口
　
利
夫

大
﨔
膨
ら
む
木
の
芽
天
を
突
く

 

西
新
町 

澤
田
　
信
一

立
春
や
迷
ひ
の
便
り
届
き
け
り

 

城
西 

青
木
　
洋
子

初
み
く
じ
家
の
大
吉
孫
を
さ
す

 

忍 

大
澤
　
由
子

き
び
し
さ
に
耐
へ
来
し
紅
の
梅
香
る

 

持
田 

荻
原
　
義
久

寒
雷
や
遥
か
彼
方
に
あ
る
故
郷

 

棚
田
町 

深
野
美
智
子

仏
壇
に
蝋
梅
供
え
灯
り
と
す

 

持
田 

園
部
　
貞
雄

老
齢
の
今
年
限
り
と
い
う
賀
状

 

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▼
日
時
　
3
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　
大
長

寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼
内
容
　

忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の
６
０
０

メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾
い
、
環

境
美
化
活
動
を
行
う
。　
▼
そ
の
他
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
や
運
動

靴
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
軍

手
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布

し
ま
す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学

同
窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林

☎
０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

▼
日
時
　
3
月
22
日
㈰
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
（
午
前
と
午
後
の
部
2
回

実
施
）
※
小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）　

▼
場
所
　
古
代
蓮
の
里
、
古
代
蓮
会

館　
▼
内
容
　
某
テ
レ
ビ
局
で
放
送

の
人
気
番
組
を
古
代
蓮
の
里
で
再
現

し
た
鬼
ご
っ
こ
バ
ト
ル
（
制
限
時
間

逃
げ
切
っ
た
方
に
は
景
品
を
贈
呈
）　

▼
対
象
　【
逃
走
者
】
小
学
3
年
生

以
上
【
ハ
ン
タ
ー
】
中
学
生
以
上　

▼
定
員
　【
逃
走
者
】
午
前
と
午
後

の
部
各
30
人
（
先
着
順
）【
ハ
ン
タ
ー
】

午
前
と
午
後
の
部
各
3
人
（
先
着

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

古
代
蓮
の
里
で
た
だ
い
ま
逃
走
中
！

〜
逃
げ
て
・
逃
げ
て
・
逃
げ
ま
く
れ
〜

▼
日
時
　
3
月
15
日
㈰
午
前
10
時
開

演　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　
人
形
劇

「
か
さ
じ
ぞ
う
」「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の

木
」
の
上
演
、
歌
と
手
遊
び
、
手
品

な
ど　
▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
こ

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼

問
　
行
田
お
や
こ
劇
場
☎
０
９
０
―

４
２
０
９
―
６
０
４
６

▼
日
時
　
3
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　
▼
場
所
　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　
▼
内
容
　
立
正
大

学
生
ら
に
よ
る
人
形
劇
や
紙
芝
居
な

ど　
▼
定
員
　
50
人　
▼
参
加
無
料
　

▼
そ
の
他
　
未
就
学
児
は
保
護
者
の

付
き
添
い
が
必
要　
▼
申
・
問
　
同

セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４
―
５
７
０
６

第
26
回

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
人
形
劇

▼
日
時
　
４
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
4
時　
▼
場
所
　
水
城
公
園
周

辺　
▼
内
容
　
各
種
催
し
、
行
田
大

茶
会
（
先
着
順
、
茶
菓
子
が
な
く
な

り
次
第
終
了
）
な
ど　
▼
問
　
行
田

市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
・
内

線
３
８
２
）

▼
日
時
　
3
月
16
日
㈪
午
後
0
時

20
分
〜
0
時
50
分　

▼
場
所
　
市

役
所
玄
関
ロ
ビ
ー　

▼
曲
目
（
予

定
）　「
早
春
賦
」、「
花
」
他　
▼
出

演
　
行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会　
▼

問
　
改
革
推
進
室
（
内
線
３
２
８
）

イ
ベ
ン
ト

行
田
春
ま
つ
り

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

順
）　
▼
参
加
費
　
1
回
５
０
０
円

（
保
険
料
お
よ
び
古
代
蓮
会
館
入
館

料
を
含
む
）　
▼
そ
の
他
　
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
（
追
加

の
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
出
場
す
る
場
合

あ
り
）。
※
参
加
無
料
、
昼
食
代
支

給　
▼
申
　
3
月
1
日
㈰
か
ら
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
レ
・
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
Ｇ
ｙ
ｏ
ｄ
ａ
☎
０
８
０

―
２
１
０
９
―
９
７
５
９
【
Ｅ
メ
ー

ル
】recgyoda@

gm
ail.com

大
正
・
昭
和
の
繪え

本
と
マ
ン
ガ

▼
日
時
　
3
月
3
日
㈫
〜
31
日
㈫
午

前
9
時
〜
午
後
3
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
場
所
　
武

蔵
野
銀
行
行
田
支
店
ロ
ビ
ー
（
行
田

4
―
５
）　
▼
内
容
　
子
供
た
ち
に

夢
を
語
っ
た
絵
本
や
漫
画
の
展
示
会

大
正
ロ
マ
ン
絵
封
筒
展

▼
日
時
　
3
月
3
日
㈫
〜
31
日
㈫
午

前
9
時
〜
午
後
6
時
※
土
曜
日
は
午

後
1
時
ま
で
（
木
・
日
曜
日
、
祝

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
を
除
く
）　
▼
場
所
　
ミ
キ
薬
局

埼
玉
行
田
店
（
佐
間
1
―
27
―
3
）　

▼
内
容
　
大
正
時
代
に
ブ
ー
ム
と

な
っ
た
木
版
色
刷
で
絵
や
図
柄
が
あ

し
ら
わ
れ
た
和
風
封
筒
な
ど
を
展
示

い
ず
れ
も

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
日
時
　
毎
月
第
1
・
3
日
曜
日
の

午
前
9
時
〜
11
時
※
第
1
回
は
4
月

12
日
㈰　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
走
る
跳
ぶ
な

ど
の
陸
上
運
動
の
基
本
を
学
ぶ　
▼

対
象
　
小
学
生　

▼
定
員
　
80
人　

▼
費
用
　【
入
会
金
】
2
千
円
【
月

額
】
５
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市

陸
上
競
技
協
会　
▼
申
　
4
月
12
日

㈰
午
前
9
時
〜
11
時
に
直
接
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
問
　
同
協
会

大
嶋
☎
５
５
６
―
０
９
８
３
ま
た
は

森
☎
５
５
４
―
６
６
１
５

講
座
・
教
室

小
学
生
陸
上
運
動
教
室

【応募フォーム
 リンク用二次元
 バーコード】

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　後藤 安男
【事業内容】 足袋製造・販売
【所在地】 佐間2―18―16

後藤足袋有限会社
　
昨
年
11
月
、
行
田
市
で
製
造
さ
れ
る
「
行
田

足
袋
」
が
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
、
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
創
業
77
年
を
迎
え

る
後
藤
足
袋
有
限
会
社
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
18
年
、
先
代
の
後
藤
又
二
さ
ん
が
大
手

足
袋
メ
ー
カ
ー
の
協
力
工
場
と
し
て
足
袋
製
造

を
は
じ
め
、
昭
和
28
年
に
は
後
藤
足
袋
有
限
会

社
を
設
立
し
ま
す
。

　
息
子
の
安
男
さ
ん
は
昭
和
46
年
に
2
代
目
と

し
て
後
藤
足
袋
有
限
会
社
に
入
社
。「
先
代
の

働
く
姿
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
側
で
見
て
育
ち
ま

し
た
が
、
い
ざ
工
場
を
手
伝
う
と
な
る
と
、
仕

事
の
手
順
を
覚
え
る
の
と
工
場
を
切
り
回
す
の

で
手
一
杯
、
夜
遅
く
ま
で
働
き
っ
ぱ
な
し
で
し

た
」
と
安
男
さ
ん
。
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
会

社
や
長
年
に
わ
た
っ
て
働
く
社
員
の
た
め
に
ひ

た
す
ら
仕
事
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

　

足
袋
の
製
造
を
続
け
て
い
く
中
で
、
映
画

『
の
ぼ
う
の
城
』
で
行
田
市
が
注
目
さ
れ
る
と

土
産
物
の
中
で
も
足
袋
に
注
目
が
集
ま
り
ま

す
。
こ
の
頃
か
ら
安
男
さ
ん
は
「
観
光
客
が

せ
っ
か
く
増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
行
田
を
訪

れ
る
方
々
に
足
袋
製
造
業
者
と
し
て
何
か
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
市
内
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
販
売

会
社
の
社
長
か
ら
「
都
内
の
女
性
が
、
お
し
ゃ

れ
な
足
袋
を
探
し
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
ヒ

ン
ト
に
、
出
来
上
が
っ
た
の
が
柄
足
袋
で
し

た
。
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
も
の
珍
し
さ
も
相

ま
っ
て
観
光
客
を
中
心
に
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
行
田
が
舞
台
と
な
っ
た
小
説
・
ド

ラ
マ
『
陸
王
』
で
足
袋
そ
の
も
の
に
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
が
当
た
る
と
、
安
男
さ
ん
は
「
感
動
で

き
る
よ
う
な
履
き
心
地
の
良
い
足
袋
を
作
り
た

い
」
と
、
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
の
足
袋
を
作
る
こ
と

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。「
市
内
観
光
で
訪
れ
た

方
に
、
最
初
に
工
場
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、

足
袋
の
生
地
と
サ
イ
ズ
を
選
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
観
光
し
て
い
る
間
に
完
成
さ
せ
て
お
く
こ

と
で
、
行
田
を
訪
れ
た
楽
し
い
思
い
出
と
と
も

に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
す
。
製
作
に
は
、
埼
玉
県
伝
統
工
芸
士
に
認

定
さ
れ
た
娘
の
来
栖
智
香
子
さ
ん
が
携
わ
り
ま

す
。「
既
製
品
だ
と
足
に
フ
ィ
ッ
ト
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
柄
も
指
定
で
き
履

く
人
の
足
に
合
っ
た
満
足
の
い
く
も
の
を
作
り

ま
す
」
と
熱
意
を
も
っ
て
製
作
に
取
り
掛
か
っ

て
い
ま
す
。
自
分
だ
け
の
足
袋
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
生
地
を
持
ち
込
む
方
も
い
ま
す
。

　
「
昔
は
市
内
の
路
地
に
入
る
と
当
た
り
前
の

よ
う
に
ミ
シ
ン
の
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
足
袋

の
製
造
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
、
行
田

の
一
足
袋
製
造
業
者
と
し
て
、
誇
れ
る
伝
統
的

工
芸
品
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
決

意
を
語
る
安
男
さ
ん
。
真
摯
に
取
り
組
む
そ
の

姿
勢
は
、
こ
れ
か
ら
も
行
田
足
袋
の
伝
統
を
受

け
継
い
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

機会を捉えたオリジナルの足袋作りを
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▼
日
時
　
３
月
24
日
㈫
午
後
2
時
～

4
時
（
午
後
1
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
調
理
室　

▼
内
容
　【
講
話
】
低

栄
養
予
防
の
た
め
の
食
事
バ
ラ
ン
ス

と
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
り
方
【
調
理
実

習
】
高
齢
期
に
不
足
し
が
ち
な
栄
養

素
を
取
り
入
れ
た
1
品
料
理　
▼
講

師
　
大
神
智
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）　
▼
対
象
　
市
内
在
住
で
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
そ
の

支
援
に
関
わ
っ
て
い
る
方　

▼
定

員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

お
て
が
る
調
理
☆

栄
養
バ
ラ
ン
ス
講
座

弱
）
に
つ
い
て
学
ぶ
。　
▼
参
加
無

料
　
▼
後
援
　
行
田
市　
▼
そ
の
他
　

骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク
は
先
着
30
人　
▼

申
・
問
　

3
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
協
立
診
療
所

高
橋
☎
５
５
６
―
６
７
５
５
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
５
５
６
―
８
５
２
１

▼
日
時
　

4
月
4
日
～
5
月
23
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
8
回
、
予
備
日
は

5
月
30
日
と
6
月
6
日
）
午
前
8
時

～
9
時　
▼
場
所
　
富
士
見
公
園
庭

球
場　
▼
対
象
　
小
学
生
（
そ
の
他

は
応
相
談
）　
▼
定
員
　
30
人
程
度

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

3
千
円

（
コ
ー
ト
代
お
よ
び
ボ
ー
ル
代
）
※

初
日
に
徴
収　
▼
服
装
　
運
動
し
や

す
い
服
装　
▼
そ
の
他
　
ラ
ケ
ッ
ト

の
貸
し
出
し
あ
り
（
数
本
）　
▼
主

管
　
行
田
市
テ
ニ
ス
協
会　
▼
申
・

問
　

3
月
9
日
㈪
～
19
日
㈭
の
午
後

7
時
30
分
～
9
時
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
に
電
話
で
横
田
☎
５
５
４
―

８
１
６
４

▼
日
時
　

4
月
12
日
～
6
月
14
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
9
時

～
11
時　
▼
場
所
　
富
士
見
公
園
庭

球
場　
▼
内
容
　
初
心
者
か
ら
経
験

者
ま
で
を
ク
ラ
ス
分
け
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
指
導
で
技

術
の
向
上
を
目
指
す　

▼
参
加
費
　

1
千
円
※
初
日
に
徴
収　
▼
持
ち
物
　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
し
や
す
い

服
装　
▼
そ
の
他
　
ラ
ケ
ッ
ト
貸
し

出
し
可　
▼
申
　
行
田
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
開
催
当
日
に
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
随
時
）　
▼
問
　
同
連
盟
大
西
☎

０
８
０
―
５
４
９
２
―
２
２
３
９

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▼
日
時
　

3
月
14
日
・
28
日
の
土
曜

日
午
後
2
時
～
4
時　
▼
場
所
　
Ｖ

Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
研
修
室
１　
▼
内

容
　
英
語
で
5
分
前
後
の
ス
ピ
ー
チ

を
発
表
し
、
論
評
す
る
。　
▼
対
象
　

高
校
生
以
上　
▼
定
員
　

5
人
（
先

着
順
）　

▼
受
講
料
　
５
０
０
円

（
資
料
代
な
ど
）　
▼
問
　
さ
き
た
ま

ト
ー
ス
ト
マ
ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
榎
本

☎
０
８
０
―
５
１
８
０
―
４
６
０
９

▼
日
時
　

4
月
5
日
～
9
月
29
日
の

火
曜
日
（
月
2
回
）
午
後
8
時
～
9

時
30
分
、
日
曜
日
（
月
2
回
）
午
後

7
時
～
9
時　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内
容
　

生
き
た
英
語
を
楽
し
く
学
ぶ　
▼
講

師
　
パ
ッ
チ
、
ヴ
ォ
イ
テ
ッ
ク　
▼
定

員
　

8
人
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
　

月
額
2
千
円
（
高
校
生
以
下
は
無

料
）　

▼
申
・
問
　

3
月
31
日
㈫
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
新
井

☎
０
８
０
―
６
７
０
３
―
０
１
２
３

【
Ｅ
メ
ー
ル
】m

eap.patch-
adam

s0608above@
ezw

eb.
ne.jp さ

き
た
ま
ト
ー
ス
ト

マ
ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
英
会
話
講
座

Ｐ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
英
会
話

２
０
０
円
（
材
料
費
）
※
当
日
徴
収　

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
ス
リ
ッ

パ
、
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾

ま
た
は
大
判
ハ
ン
カ
チ　
▼
申
・
問
　

３
月
17
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
高
齢
者

福
祉
課
地
域
包
括
ケ
ア
担
当
（
内
線

２
７
８
）

▼
日
時
　

3
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所
　
桜
ヶ
丘
公

民
館　
▼
テ
ー
マ
　「
最
近
話
題
の

『
フ
レ
イ
ル
』
と
は
？
」　

▼
内
容
　

握
力
、
足
指
力
、
骨
密
度
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
行
い
、
フ
レ
イ
ル
（
虚

フ
レ
イ
ル
学
習
会

一
般
幹
部
候
補
生

▼
受
付
期
間
　

3
月
1
日
㈰
～
5
月

1
日
㈮　
▼
応
募
資
格
　
26
歳
未
満

の
大
卒
者
（
見
込
み
の
方
も
含
む
）、

28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
み
の
方
も
含
む
）　

▼
試
験
日
　

5
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰　
▼
試
験
会

場
　
受
け
付
け
時
に
お
知
ら
せ

一
般
曹
候
補
生

▼
受
付
期
間
　

3
月
1
日
㈰
～
5
月

15
日
㈮　
▼
応
募
資
格
　
18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
方　
▼
試
験
日
　

5
月

23
日
㈯　
▼
試
験
会
場
　
受
け
付
け

時
に
お
知
ら
せ

▼
問
　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
（
熊
谷
市

筑
波
3
―
90
―
1
国
際
ビ
ル
2
階
）

☎
５
２
２
―
４
８
５
５

▼
期
間
　

4
月
～
9
月
の
火
曜
日

（
全
18
回
）　

▼
場
所
　
妻
沼
行

政
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
市
弥
藤
吾

２
４
５
０
）　
▼
内
容
　
現
代
の
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
や
地
域
活
動
に
つ
い
て

募
　
　
集

自
衛
官
等

令
和
2
年
度
埼
玉
未
来
大
学

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
熊
谷
学
園

学
ぶ
。　
▼
対
象
　
令
和
2
年
4
月

1
日
現
在
、
県
内
在
住
の
満
50
歳
以

上
の
方　
▼
定
員
　
80
人　
▼
費
用
　

２
万
8
千
円　
▼
申
　
高
齢
者
福
祉

課
、
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
る
学
生
募
集
案
内
を
参
照
の

上
、
3
月
13
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

持
参
、
郵
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
２
―

０
８
１
２ 

北
足
立
郡
伊
奈
町
内
宿

台
6
―
26 

埼
玉
県
県
民
活
動
総
合

セ
ン
タ
ー
内
（
公
財
）
い
き
い
き
埼

玉
「
埼
玉
未
来
大
学
事
務
局
」【
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
】https://w

w
w

.iki-
iki-saitam

a.jp/m
irai-college/　

▼
問
　
同
事
務
局
☎
０
４
８
―

７
２
８
―
２
２
９
９

▼
日
時
　

4
月
16
日
㈭
午
後
1
時
～

4
時
（
受
け
付
け
は
正
午
～
午
後
3

時
30
分
）　
▼
場
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル

（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―

7
―
5
）　
▼
対
象
　
令
和
3
年
3

月
に
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

卒
業
見
込
み
の
方
（
3
年
以
内
の

相
　
　
談

求
人
企
業
合
同
説
明
会

既
卒
者
も
参
加
可
）　
▼
参
加
無
料
　

▼
持
ち
物
　
履
歴
書
（
複
数
枚
）
※

当
日
会
場
で
コ
ピ
ー
可　
▼
そ
の
他
　

参
加
企
業
の
求
人
情
報
誌
を
来
場
者

全
員
に
配
布
。
参
加
企
業
は
埼
玉
県

雇
用
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

４
月
上
旬
に
掲
載
予
定
。
事
前
予
約

は
不
要
。　

▼
問
　
同
協
議
会
☎

０
４
８
―
６
４
７
―
４
１
８
５

▼
日
時
　

3
月
14
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～
4
時
30
分　
▼
場
所
　
忍
・
行

田
公
民
館
和
室　
▼
内
容
　
心
に
悩

み
や
孤
独
を
感
じ
て
い
る
親
同
士
で

語
ら
う　
▼
対
象
　
子
ど
も
が
ひ
き

こ
も
り
や
不
登
校
で
悩
ん
で
い
る

家
族
、
地
域
で
孤
立
し
て
い
る
家

族　

▼
参
加
費
　
５
０
０
円　

▼

問
　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
り
ん
舎
田
口
☎
０
８
０
―

６
５
７
０
―
１
７
３
４
【
Ｅ
メ
ー

ル
】nirinsya@

outlook.com

親
の
居
場
所

介護保険制度について
▶日    時　3月17日㈫午後2時～ 3時30分
▶場    所　荒木公民館ホール
▶内    容　 介護保険申請から利用までの流れお

よび利用できるサービスについて寸
劇を交え学ぶ。

▶講    師　地域包括支援センターまきば園職員
▶申し込み・問い合わせ　
　 3月16日㈪までに電話で地域包括支援センター

まきば園☎550―1777

高齢者のための栄養と食事
～摂食、嚥下と低栄養について～
▶日    時　3月25日㈬午後2時～ 3時30分
▶場    所　太井公民館ホール
▶内    容　 体力を維持し、いつまでも健康で幸

せに暮らすための食事のポイントを
学ぶ。

▶講    師　 小滝綾乃さん（薬樹薬局吹上店管理栄
養士）

▶申し込み・問い合わせ　
　 3月20日㈮までに電話で地域包括支援センター

壮幸会☎552―1123

いずれも　
▶対    象　 現に介護している方、介護について

関心のある方　
▶定    員　20人（先着順）　
▶参加無料　
▶持 ち 物　筆記用具、飲み物
▶この記事に関する問い合わせ　
　 高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線278）

介護者教室を開催します

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
3
月
19
日
㈭
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　
▼
場
所
　
深
谷
市

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー（
Ｌ
・

フ
ォ
ル
テ
）
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
（
深
谷
市

上
柴
町
４
―
２
―
14
・
キ
ラ
ラ
上
柴

内
）　
▼
相
談
内
容
　
相
続
、
遺
言
、

登
記
、
債
務
整
理
、
成
年
後
見
、
不

動
産
の
名
義
変
更
な
ど　
▼
相
談

方
法
　
面
談
相
談
（
1
組
1
時
間
、

要
予
約
）　
▼
相
談
無
料
　
▼
主
催
　

埼
玉
司
法
書
士
会　
▼
申
　
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
―
８
３
８
―

７
４
７
２　
▼
問
　
同
会
事
務
局
☎

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

▼
日
時
　
3
月
26
日
㈭
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
※
午
前
11
時
45
分
〜

午
後
1
時
を
除
く　
▼
場
所
　
産
業

文
化
会
館　

▼
内
容
　
全
血
献
血　

▼
持
ち
物
　
献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち

の
方
）　
▼
主
催
　
行
田
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ　
▼
問
　
埼
玉
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
―
７
２
０

―
８
０
０
９

県
北
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
相
談
会

そ 

の 

他

献
血

202020.3 市報 ぎょうだ21
人口80,781人（－135）  男40,097人（－71）  女40,684人（－64）  世帯数35,068世帯（－2）
1月中の異動　出生27人　転入等158人　死亡91人　転出等229人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
3
月
22
日
㈰
午
後
2
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　
▼
内

容
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
と
サ

ン
ド
ア
ー
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン　

▼
曲
目
　「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」、「
ト

ル
コ
行
進
曲
」、「
世
界
の
民
謡
」、

「
テ
ィ
コ
テ
ィ
コ
」、「
春
の
メ
ド

レ
ー
」
他　

▼
出
演
　
行
田
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
協
会
、
伊
藤
花
り
ん
（
サ

ン
ド
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）　
▼
入
場
無

商
工
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員

▼
勤
務
日
数
　
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
週
3
日
程
度
の
勤
務　
▼
勤
務

時
間
　
①
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時　
②
午
後
5
時
〜
9
時
30
分
（
イ

ベ
ン
ト
な
ど
開
催
に
よ
る
勤
務
時
間

の
変
更
あ
り
）　
▼
業
務
内
容
　
受

付
お
よ
び
案
内
・
一
般
事
務　
▼
応

募
資
格
　
18
歳
以
上
で
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
が
使
用
で
き
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
な
ど
の
勤
務
が
可
能
な

方　
▼
募
集
人
数
　
1
人
（
採
用
者

が
決
定
次
第
、
募
集
終
了
）　
▼
時

給
　
９
３
０
円
（
任
用
開
始
日
か
ら

2
カ
月
間
は
試
用
期
間
）　
▼
選
考

方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
面
接
を
実

施　
▼
申
　
3
月
19
日
㈭
午
後
5
時

ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持

参
の
上
、
商
工
セ
ン
タ
ー
2
階
管
理

事
務
所

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
3
月
28
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
上
映
作
品
　「
お
く
り
び
と
」

（
上
映
時
間
１
３
１
分
）　
▼
定
員
　

３
０
０
人
（
先
着
順
）　
▼
入
場
無
料
　

▼
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
不
要
。

古
代
蓮
の
里
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

フ
ォ
ロ
ー
し
ま
せ
ん
か

　
古
代
蓮
の
里
で
は
、
公
式
ツ
イ
ッ

タ
ー
お
よ
び
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
開
設
し
て
お
り
、
季
節
ご
と
の
園

内
の
様
子
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

蓮
の
開
花
期
に
は
開
花
状
況
な
ど
も

日
々
更
新
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
お
よ
び
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
古
代
蓮
の

里
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

料
　
▼
そ
の
他
　
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

桜
ま
つ
り

▼
日
時
　
3
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入
館
受

け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
）　
▼
場

所
　
古
代
蓮
会
館　
▼
内
容
　
入
館

者
に
梅
昆
布
茶
を
サ
ー
ビ
ス
、
売
店

で
「
春
の
和
菓
子
コ
ー
ナ
ー
」
の

設
置
や
、
う
ど
ん
店
で
「
春
の
彩
り

う
ど
ん
」
を
販
売
。　

▼
入
館
料
　

大
人
４
０
０
円
、
小
人
（
小
・
中
学

生
）
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無
料

古
代
蓮
の
里

さ
か
な
釣
り
大
会

▼
日
時
　
3
月
28
日
㈯
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
2
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮

の
里
釣
り
堀　
▼
定
員
　
20
組
（
先

着
順
）　
▼
内
容
　
釣
っ
た
魚
の
総

数
で
順
位
を
決
め
ま
す
。
上
位
者
に

は
景
品
あ
り
。　
▼
参
加
費
　
1
組

５
０
０
円
（
1
組
当
た
り
1
区
画
の

み
）
※
複
数
区
画
を
希
望
す
る
場
合

は
、
別
途
追
加
区
画
の
申
し
込
み
お

よ
び
参
加
費
が
必
要　
▼
申
　
3
月

22
日
㈰
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

古
代
蓮
会
館

【住民基本台帳人口】
（令和2年2月1日現在）

▼
日
時
　
4
月
6
日
㈪
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
午
前
9
時
30
分
か

ら
受
け
付
け
）　
▼
場
所
　
総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内

容
　
子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
り
合

う
、
子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク

「
カ
ラ
ダ
を
動
か
そ
う
」　
▼
対
象
　

市
内
在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）
※
生
後

4
カ
月
以
上
の
託
児
付
き　
▼
参
加

費
　
１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市

民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
合
会　
▼

後
援
　
行
田
市
他　
▼
申
・
問
　
4

月
4
日
㈯
午
後
4
時
ま
で
に
電
話
で

同
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
4
月
4
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
4
時　
▼
場
所
　
浦
和
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
6
集
会
室
（
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
東
高
砂
町
11
―
1
）　

▼
内
容
　
不
動
産
鑑
定
士
が
不
動

産
の
価
格
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
。　

▼
主
催
　
公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会　
▼
後
援
　
埼
玉

県
、
さ
い
た
ま
市
他　
▼
問
　
同
協

会
☎
０
４
８
―
７
８
９
―
６
０
０
０

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

令
和
2
年
度

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 定　員 会　費 申し込み・問い合わせ

キッズダンス
毎週木曜日
午後4時15分～
5時15分

「行田グリー
ンアリーナ」
剣道場他

ヒップホッ
プなどのダ
ンスを行い、
リズム感覚
を養いなが
ら体力向上
を図る

令和2年4月現
在、小学1～2
年生

1年生9人
2年生4人

月額
2,500円

3月19日㈭午
後5時30分～
6時に直接行
田グリーンア
リーナ

LTダンス
毎週木曜日
午後5時30分～
6時30分

令和2年4月現
在、小学4～5
年生

4年生3人
5年生3人

ジュニアダンス
毎週土曜日
午後4時15分～
5時15分

令和2年4月現
在、小学2～3
年生

7人

スイムキッズ 毎週木曜日
午後4時～ 5時

市民プール

プールが苦
手な児童の
水慣れおよ
び基礎的な
水泳指導

令和2年4月現
在、小学1～3
年生

5人
3月26日㈭午
後3時30分～
4時に直接市
民プール2階
会議室☎555
―2455

ウォーターキッズ 毎週金曜日
午後4時～ 5時 5人

▶その他　・応募者多数の場合は申し込み時に抽選となります。
　　　　　・ 「ジュニアダンス」と「キッズダンス」および「LTダンス」、「スイムキッズ」と「ウォーターキッズ」は重複

しての申し込みはできません。
　　　　　・1人につき1人分の申し込みのみとなります（権利の譲渡不可）。
　　　　　・時間に遅れた方は抽選に参加できません。

いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

【古代蓮の里 公式インスタグラム】【古代蓮の里 公式ツイッター】

広告広告



　
古
く
か
ら
豊
か
な
水
田
地
帯
だ
っ
た
行
田

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
具
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
今
回
紹
介
す
る
オ
ン
ガ
も
そ
の
一
つ
で

す
。
主
に
関
東
地
方
で
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ

て
お
り
、分
類
上
は
短た
ん

床し
ょ
う

犂り

と
い
う
農
具
に

な
り
ま
す
。
牛
馬
に
引
か
せ
て
田
を
起
こ
す

大
型
の
犂す
き
で
す
。

　

犂
は
近
世
以
前
か
ら
存
在
し
た
も
の
の
、

使
用
地
は
西
日
本
を
中
心
に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
明
治
時
代
、田
畑
の
深
耕
が
奨
励
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
深
耕
に
適
し
た
無む

床し
ょ
う

犂り

を
用
い
て
い
た
九
州
北
部
の
人
々
が
東
日
本

各
地
へ
招
か
れ
、馬
耕
教
師
と
し
て
指
導
に
当

た
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、無
床
犂
に
よ
る

深
耕
が
広
ま
り

始
め
ま
し
た
。行

田
に
も
、犂
の
共

同
購
入
や
牛
馬

耕
の
伝
習
会
に

関
す
る
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

無
床
犂
は
不

安
定
で
犂
身
を

抱
え
て
操
作
し

な
け
れ
ば
な
ら

ず
、大
変
な
重
労

働
に
な
る
と
い

う
短
所
が
あ
り
ま
し
た
。
安
定
性
の
高
い
長
ち
ょ
う

床し
ょ
う

犂り

と
い
う
犂
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら

は
深
耕
が
で
き
な
い
犂
で
し
た
。そ
こ
で
生
ま

れ
た
の
が
、
深
耕
が
で
き
安
定
性
も
高
い
短

床
犂
で
す
。
明
治
30
年
代
頃
か
ら
各
地
で
改

良
が
進
み
、大
量
に
製
造
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
近
代
短
床
犂
と
総
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
資
料
に
は
墨
印
「
髙た
か
北き
た
式し
き
双そ
う
用よ
う
犂り

」、焼

印「
登
録
商
標

謹
製
」「
登
録
商
標

」等

の
文
字
が
見
え
、
三
重
県
の
高
北
農
具
製
作

所
製
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
形
状
は

大
正
12
年
（
一
九
二
三
）
か
ら
販
売
さ
れ
た

双そ
う

用よ
う

犂り

「
国く
に

富と
み

号ご
う

」
に
よ
く
似
て
お
り
、
同

系
統
の
製
品
と
思
わ
れ
ま
す
。双
用
犂
は
平

た
ん
な
土
地
に
適
し
た
操

作
性
を
持
つ
近
代
短
床
犂

で
、
西
日
本
製
の
近
代
農
具

か
ら
行
田
の
土
地
に
適
し

た
も
の
を
選
ん
で
使
用
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　
本
資
料
は
、
郷
土
博
物
館

で
開
催
中
の
博
学
連
携
展
示

「
む
か
し
の
く
ら
し
」に
て
、

4
月
5
日
ま
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

 （
郷
土
博
物
館　
岡
本
夏
実
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

令
和
2
年
3
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
885

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト https://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

資
料
が
か
た
る

 

行
田
の
歴
史

12

行
田 

歴
史
系
譜
312

　2月1日、行田グリーンアリーナで第31回行田市なわとび
大会が行われ、市内の児童363人の選手が参加しました。

　二重とびや時間とびなどの個人種目や、親子二人とびなどの団体種目、併
せて9種目を実施。長なわ1分間では、より多くの回数を跳ぼうと、タイミング
を見計らいながら、気持ちをそろえて懸命にジャンプしていました。

の
オ
ン
ガ 

〜
近き

ん
だ
い
た
ん
し
ょ
う
り

代
短
床
犂 

〜

原
田 

怜れ

ん空 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
31
年
3
月
18
日
生
ま
れ

父
・
匠
さ
ん
　
母
・
礼
奈
さ
ん

「
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
♡
」

山
崎 

琴こ
と
は葉 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
31
年
3
月
4
日
生
ま
れ

父
・
裕
輔
さ
ん
　
母
・
友
美
さ
ん

「
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
♡
」

大
島  

榛は
る 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
31
年
3
月
7
日
生
ま
れ

父
・
雅
人
さ
ん
　
母
・
理
恵
さ
ん

「
す
く
す
く

 

元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

斉
藤 

凰お
う
か翔 

ち
ゃ
ん （
斎
条
）

平
成
31
年
3
月
4
日
生
ま
れ

父
・
順
也
さ
ん
　
母
・
千
佳
さ
ん

角  

友と
も
き喜 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
31
年
3
月
21
日
生
ま
れ

父
・
正
喜
さ
ん
　
母
・
尚
美
さ
ん

「
元
気
い
っ
ぱ
い
、

 

優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
♡
」

「
元
気
に

 

優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！
」

● 3月2日㈪～31日㈫に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴
担当（内線318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、4月2日㈭午前11時から市役所307会議室
で公開抽選を行います。

令和元年5月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
平成31年 3月生まれ のおともだち

GYODA
市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS

Mar.2020
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オンガ（行田市郷土博物館蔵）

安岡 雪
せ つ な

那 ちゃん・幸
こ ゆ き

雪 ちゃん （棚田町）
平成31年3月19日生まれ
父・裕司さん　母・由樹子さん
「可愛い笑顔をありがとう♡
 健やかに大きくなぁれ♡」


